





















































































































al. 2014; 李 2006）。また高いレベルのタスク裁量
が高いレベルの労働強化と関連があることを明ら
かにした実証研究もある（Gallie et al 1998, 













Lopes et al.（2014）、Lopes et al.（2017）がある。
Esser and Olsen（2012）は、ESS（European 






















Lopes et al.（2014）は、1995 年～2010 年の間




























































































































































































ついてのアンケート」（2006 年 10 月実施）と第
31 回「勤労者の仕事と暮らしについてのアン
















































⑪週労働時間：「週 40 時間未満」「週 40～45 時
間未満」「週 45～60 時間未満」「週 60 時間以
上」
⑫仕事の満足度：2006 年データでは、「かなり
満足」＝ 4 点、「やや満足」＝ 3 点、「やや不
満」＝ 2 点、「かなり不満」＝ 1 点。2016 年
データでは、「かなり満足」＝ 5 点、「やや満
足」＝ 4 点、「どちらとも言えない」＝ 3 点、












































































































18.2 44.5 24. 6 12. 6 1. 6836 768
仕事量の決定に際して自分
の意向を反映できる
12.6 42.0 31. 5 13. 9 1. 5332 769
必要に応じて自分で仕事の
ペースを変えられる
17.5 44.2 25. 8 12. 5 1. 6675 770
必要に応じて自分で仕事の
手順や方法を変えられる













性別　　男性 1.7856 1.6030 1.6815 1.8702 6.9340
　　　　女性 1.5219 1.4228 1.6455 1.7643 6.3458
F値 15.460＊＊＊ 7.656＊＊ 0.288 2.921+ 7.568＊＊
年齢　　20～29 歳 1.5288 1.4031 1.6387 1.7696 6.3403
　　　　30～39 歳 1.7067 1.5385 1.6442 1.7778 6.6667
　　　　40～49 歳 1.7006 1.5424 1.7175 1.8629 6.8000
　　　　50～59 歳 1.7969 1.6477 1.6753 1.9124 7.0313
F値 2.898＊ 2.483+ 0.293 1.317 1.910
学歴　　中卒・高卒 1.5204 1.3964 1.5830 1.7523 6.2409
　　専修学校・短大・高専卒 1.5521 1.4172 1.6135 1.7469 6.3272
　　　　大卒・大学院修了 1.8421 1.6632 1.7368 1.9024 7.1372
F値 11.232＊＊＊ 8.334＊＊＊ 2.371+ 3.181＊ 8.595＊＊＊
職種　　管理職 2.2773 1.9412 1.8571 2.0508 8.1102
　　　　専門・技術職 1.7396 1.5677 1.7135 1.8691 6.8848
　　　　事務職 1.5625 1.4635 1.7760 1.8854 6.6875
　　　　営業・販売職 1.7642 1.6509 1.6792 1.8952 6.9905
　　　　サービス職 1.3175 1.3125 1.4844 1.6406 5.7302
　　　　運輸・通信職 1.2222 1.1111 1.1304 1.4348 4.8889
生産技能・建設作業・労務職 1.4783 1.2609 1.3913 1.3913 5.5217
　　　　保安・警備・その他 1.0417 1.0833 1.3333 1.4167 4.8750
F値 14.416＊＊＊ 7.830＊＊＊ 4.851＊＊＊ 5.347＊＊＊ 10.634＊＊＊
従業員規模別　99 人以下 1.7300 1.4373 1.6350 1.8276 6.6245
　　　　100～299 人 1.5882 1.4370 1.5630 1.7731 6.3613
　　　　300～999 人 1.7578 1.6977 1.7077 1.8992 7.0394
　　　　1000 人以上 1.6626 1.6138 1.7480 1.8293 6.8537
F値 0.964 3.693＊ 1.363 0.475 1.395
労組　　ある 1.7798 1.6223 1.6799 1.8058 6.8845
　　　　ない 1.6954 1.5228 1.6861 1.8954 6.7903
F値 1.431 2.079 0.008 0.163 0.174
労組　　加入 1.6798 1.5225 1.6124 1.7697 6.5843
　　　　未加入 1.6643 1.5291 1.6761 1.8357 6.7021
F値 0.039 0.008 0.661 0.837 0.224
就業形態　正社員 1.8218 1.6154 1.7261 1.9040 7.0603
　　　　　非正社員 1.3702 1.3475 1.5359 1.6610 5.9060
F値 41.975＊＊＊ 15.325＊＊＊ 7.271＊＊ 13.998＊＊＊ 26.762＊＊＊
週労働時間　40 時間未満 1.4879 1.4010 1.6250 1.7427 6.2390
　　　　40～45 時間未満 1.7485 1.6279 1.7849 1.8889 7.0412
　　　　45～60 時間未満 1.8045 1.6353 1.7519 1.9211 7.1128
　　　　60 時間以上 1.6807 1.4118 1.3866 1.6891 6.1681
F値 5.083＊＊ 4.200＊＊ 5.801＊＊ 3.239＊ 5.783＊＊














男性 -.075 -.075 -.127 -.022 -.286
30～39 歳 .098 .079 -.062 -.112 . 002
40～49 歳 .029 .019 . 006 . 006 . 045
50～59 歳 .041 .058 -.118 -.010 -.037
専修学校・短大・高専卒 .037 .064 . 030 -.025 . 121
大卒・大学院修了 .168+ .167+ .064 .037 . 440
管理職 1.038＊＊＊ .677＊＊ .373+ .474＊ 2.551＊＊＊
専門・技術職 .586＊＊ .412＊ .278 .406＊ 1.676＊
事務職 .454＊ .301 .300 . 394＊ 1.454＊
営業・販売職 .594＊＊ .526＊ .266 .484＊ 1.870＊＊
サービス職 .351 .289 . 129 . 279 1.018
保安・警備・その他 .145 .048 -.246 -.025 -.085
運輸・通信職 .604＊ .214 .042 -.173 . 686
正社員 .142 .038 . 070 . 099 . 350
100～299 人 -.284＊＊ -.060 -.091 -.004 -.436
300～999 人 -.198+ .117 .011 . 007 -.093
1000 人以上 -.251＊ .117 .137 . 100 . 102
労組有 .053 -.064 -.153+ -.227＊＊ -.390
勤続年数 .007 .008 . 010＊ .009＊ .034＊
定数 1.027＊＊＊ .936＊＊＊ 1.395＊＊＊ 1.412＊＊＊ 4.765＊＊＊
F値 5.114＊＊＊ 3.003＊＊＊ 1.849＊ 2.777＊＊＊ 3.662＊＊＊
R2 乗 .132 .082 . 052 . 077 . 099
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、20～29 歳、中卒・高卒、99 人以下規模、生産技能・建設作業・労務職、非正社
員、労組無、である。





















モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4
男性 -.100 -.068 -.033 -.029
年齢 .003 .003 . 002 -.001
専修学校・短大・高専卒 .029 .022 . 018 -.031
大卒・大学院修了 .154+ .110 .118 . 013
管理職 .213 -.026 -.032 -.019
専門・技術職 .022 -.136 -.162 -.239
事務職 .097 -.029 -.058 -.084
営業・販売職 .086 -.080 -.081 -.079
サービス職 .044 -.062 -.089 -.104
保安・警備・その他 -.006 -.015 -.045 -.062
運輸・通信職 .032 -.032 . 000 -.025
正社員 -.093 -.141+ -.080 .024
100～299 人 -.175+ -.134 -.129 -.114
300～999 人 -.159+ -.172+ -.169+ -.065
1000 人以上 -.121 -.136 -.130 -.038
労組有 .189＊ .230＊＊ .210＊＊ .144＊
勤続年数 -.001 -.004 -.003 -.001
総合裁量指数 .097＊＊＊ .095＊＊＊ .040＊＊＊
週 40 時間未満 .243＊ .148
週 40～45 時間未満 .169+ .121
週 45～60 時間未満 .123 .049
働きがいを感じる .377＊＊＊
過度なストレスがない .189＊＊＊
定数 2.405＊＊＊ 1.956＊＊＊ 1.813＊＊＊ .870＊＊＊
F値 1.438＊＊＊ 6.212＊＊＊ 5.586＊＊＊ 16.206＊＊＊
R2 乗 .038 .153 . 160 . 379
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能・建設作業・労務職、非正社員、99 人以下規模、労組無、
週 60 時間以上、である。

















モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4
男性 .018 .008 . 084 . 095
年齢 .004 .004 . 001 . 000
専修学校・短大・高専卒 .181 .180 . 163 . 150
大卒・大学院修了 .249＊ .214＊ .226＊ .187＊
管理職 -.027 -.243 -.256 -.259
専門・技術職 .134 -.011 -.080 -.130
事務職 .223 .097 . 012 . 015
営業・販売職 -.006 -.164 -.167 -.167
サービス職 .094 -.008 -.078 -.075
保安・警備・その他 .012 -.005 -.055 -.053
運輸・通信職 .331 .273 . 368 . 419
正社員 -.226＊ -.252＊ -.152 -.094
100～299 人 -.170 -.136 -.141 -.153
300～999 人 -.149 -.160 -.163 -.126
1000 人以上 -.048 -.062 -.059 -.002
労組有 .077 .109 . 066 . 029
勤続年数 -.001 -.004 -.003 -.002
総合裁量指数 .087＊＊＊ .079＊＊＊ .051＊＊＊
週 40 時間未満 .551＊＊＊ .549＊＊＊
週 40～45 時間未満 .559＊＊＊ .590＊＊＊
週 45～60 時間未満 .365＊＊ .347＊＊
働きがいを感じる .269＊＊＊
定数 2.102＊＊＊ 1.703＊＊＊ 1.380＊＊＊ .860＊＊
F値 1.520+ 4.032＊＊＊ 4.707＊＊＊ 6.504＊＊＊
R2 乗 .039 .103 . 136 . 186
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能・建設作業・労務職、非正社員、99 人以下規模、労組無、
週 60 時間以上、である。

















モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4
男性 -.087 -.049 . 101 . 082
年齢 .002 .002 -.003 -.004
専修学校・短大・高専卒 .113 .108 . 060 . 013
大卒・大学院修了 .162+ .121 .137+ .079
管理職 -.010 -.271 -.270 -.252
専門・技術職 .165 -.011 -.117 -.159
事務職 .239 .093 -.038 -.103
営業・販売職 -.110 -.305 -.284 -.296
サービス職 -.131 -.259 -.381+ -.421+
保安・警備・その他 -.053 -.049 -.062 -.107
運輸・通信職 -.210 -.281 -.097 -.265
正社員 -.346＊＊＊ -.378＊＊＊ -.161+ -.120
100～299 人 -.090 -.042 -.062 -.023
300～999 人 .045 .037 . 020 . 063
1000 人以上 9.335E-005 -.009 -.020 -.006
労組有 .131+ 167＊ .103 .082
勤続年数 .002 -.001 . 001 . 002
総合裁量指数 .102＊＊＊ .087＊＊＊ .063＊＊＊
週 40 時間未満 1.082＊＊＊ .930＊＊＊
週 40～45 時間未満 1.030＊＊＊ .868＊＊＊
週 45～60 時間未満 .642＊＊＊ .533＊＊＊
働きがいを感じる .008
過度なストレスがない .299＊＊＊
定数 2.582＊＊＊ 2.107＊＊＊ 1.482＊＊＊ 1.122＊＊＊
F値 2.770＊＊＊ 7.076＊＊＊ 12.811＊＊＊ 17.462＊＊＊
R2 乗 .068 .167 . 299 . 391
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能・建設作業・労務職、非正社員、99 人以下規模、労組無、
週 60 時間以上、である。




























100～299 人 -.122 -.120
300～999 人 .019 .020




週 40 時間未満 .132 .094
週 40～45 時間未満 .134 .105





R2 乗 .070 .069
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能・建設作
業・労務職、非正社員、99 人以下規模、労組無、週 60 時間以上、
である。








































































































＊＊＊＝p＜.001; ＊＊＝p＜.01; ＊＝p＜.05; +＝p＜.10
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表11　仕事の満足度に対する回帰分析の結果（2016年データ）
モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4
男性 -.186＊＊ -.150＊ -.113+ -.020
年齢 .000 .003 . 003 . 000
専修学校・短大・高専卒 -.110 -.081 -.087 -.066
大卒・大学院修了 -.027 -.021 -.026 -.092
管理職 .309＊ .117 .115 . 076
専門・技術職 .038 .008 -.005 -.074
事務職 -.093 -.054 -.068 -.077
営業・販売職 -.104 -.195 -.216+ -.107
サービス職 -.110 -.199 -.218+ -.221＊
保安・警備・運搬・清掃・包装・その他 -.270 -.161 -.185 -.123
輸送・機械運転 -.200 -.217 -.189 -.272
正社員 -.071 -.149+ -.100 -.042
100～299 人 -.007 .016 . 020 . 077
300～999 人 -.242＊＊ -.197＊ -.184＊ -.206＊＊
1000 人以上 -.019 .019 . 029 . 045
労組有 .163＊ .157＊ .147＊ .124＊
勤続年数 -.001 -.005 -.005 -.001
裁量指数 .446＊＊＊ .450＊＊＊ .201＊＊＊
週 40 時間未満 .342＊＊ .267＊＊
週 40～45 時間未満 .192+ .165+
週 45～60 時間未満 .230＊ .182＊
働きがいを感じる .474＊＊＊
過度なストレスがない .235＊＊＊
定数 3.265＊＊＊ 2.139＊＊＊ 1.842＊＊＊ .906＊＊＊
F値 2.832＊＊＊ 14.560＊＊＊ 11.709＊＊＊ 38.371＊＊＊
R2 乗 .034 .167 . 175 . 412
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能、建設作業・採掘、非正社員、99 人以下規模、労組無、
週 60 時間以上、である。















モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4
男性 -.007 .005 . 073 . 128＊
年齢 .005 .007＊ .007＊ .007＊
専修学校・短大・高専卒 -.002 .025 . 010 . 010
大卒・大学院修了 .146＊ .167＊ .164＊ .150＊
管理職 .011 -.131 -.140 -.180
専門・技術職 .110 .040 . 017 -.019
事務職 .053 .047 . 014 . 017
営業・販売職 -.039 -.108 -.139 -.111
サービス職 -.068 -.161 -.199+ -.229＊
保安・警備・運搬・清掃・包装・その他 -.114 -.072 -.091 -.056
輸送・機械運転 -.026 -.017 . 003 -.019
正社員 -.134+ -.165＊ -.080 -.056
100～299 人 -.114 -.100 -.096 -.101
300～999 人 -.025 -.008 -.001 -.023
1000 人以上 -.109 -.107 -.095 -.112+
労組有 .047 .045 . 033 . 023
勤続年数 -.008＊ -.009＊＊ -.010＊＊ -.008＊
裁量指数 .240＊＊＊ .253＊＊＊ .137＊＊＊
週 40 時間未満 .495＊＊＊ .523＊＊＊
週 40～45 時間未満 .334＊＊＊ .381＊＊＊
週 45～60 時間未満 .224＊ .226＊＊
働きがいを感じる .273＊＊＊
定数 1.946＊＊＊ 1.343＊＊＊ .903＊＊＊ .498＊
F値 1.645＊ 5.522＊＊＊ 6.439＊＊＊ 10.958＊＊＊
R2 乗 .021 .072 . 095 . 160
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能、建設作業・採掘、非正社員、99 人以下規模、労組無、
週 60 時間以上、である。


















モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4
男性 -.183＊＊ -.156 -.087 -.069
年齢 -.001 .002 . 002 . 000
専修学校・短大・高専卒 -.026 .014 -.004 . 003
大卒・大学院修了 .101 .113+ .103+ .045
管理職 .162 -.010 -.013 -.001
専門・技術職 .062 -.009 -.037 -.082
事務職 -.059 -.050 -.087 -.101
営業・販売職 -.141 -.205＊ -.236＊ -.151+
サービス職 -.178 -.255＊ -.301＊＊ -.236＊
保安・警備・運搬・清掃・包装・その他 -.143 -.069 -.087 -.057
輸送・機械運転 -.179 -.215 -.179 -.140
正社員 -.200＊＊ -.241＊＊＊ -.164＊ -.113+
100～299 人 -.099 -.086 -.082 -.042
300～999 人 -.037 -.006 . 000 -.007
1000 人以上 -.082 .063 -.055 -.026
労組有 .126＊ .125＊ .115＊ .109＊
勤続年数 .001 -.002 -.003 . 001
裁量指数 .334＊＊＊ .347＊＊＊ .182＊＊＊
週 40 時間未満 .574＊＊ .425＊＊＊
週 40～45 時間未満 .452＊＊＊ .359＊＊＊
週 45～60 時間未満 .334＊＊＊ .274＊＊＊
働きがいを感じる .186＊＊＊
過度なストレスがない .360＊＊＊
定数 2.659＊＊＊ 1.789＊＊＊ 1.277＊＊＊ .608＊＊＊
F値 2.638＊＊＊ 11.439＊＊＊ 12.503＊＊＊ 32.310＊＊＊
R2 乗 .034 .139 . 171 . 375
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能、建設作業・採掘、非正社員、99 人以下規模、労組無、
週 60 時間以上、である。




























100～299 人 .008 .009
300～999 人 .019 .026




週 40 時間未満 .192
週 40～45 時間未満 -.046
週 45～60 時間未満 -.092
定数 .211 .067
F値 2.873＊＊＊ 2.896＊＊＊
R2 乗 .038 .045
注： 上記ダミー変数の基準は、女性、中卒・高卒、生産技能、建設作業・採掘、非正社
員、99 人以下規模、労組無、週 60 時間以上、である。
























2006 年データと 2016 年データは仕事の裁量度に
ついての尺度が違うので、両年のデータの分析結
果をもって 2006 年と 2016 年との比較は難しいで
あろう。
1）仕事の裁量度の差
































































いう結果は既存研究（Boxall and Macky 2014; 






において週 40～45 時間未満、週 40 時間未満、
「働きがいを感じる」、週 45～60 時間未満、仕事
の裁量の順であるが、2016 年においては「働き
がいを感じる」、週 40 時間未満、週 40～45 時間
未満、仕事の裁量の順である。労組は 2006 年と
2016 年ともに「過度なストレスがない」に効果

















































2006 年と 2016 年とで社会参加に対する裁量の
効果について異なる結果が出た原因について、
























いくつかの点を述べると、① 2006 年に週 45～60
時間未満、週 40～45 時間未満に裁量度が高い結

























































て、skill variety, task identity, task significance, 



















という結果について、Lopes et al.（2017）はEsser 
and Olsen（2012）の「仕事自律性の指標にインボ
ルブメント実践が含まれるという事実によるであ









8） 1995 年、2000 年、2005 年、2010 年のEWCS（Eu-
ropean Working Conditions Survey）のデータを
用い分析する。
9） 分析のために用いたデータは、2001 年の Skills 
Survey（20 歳～60 歳の従業員 4, 005 人のサンプ
ル）、1997 年のSkills Survey（従業員 2,195 人のサ
ンプル）、1992 年のEmployment in Britain Survey
（20～60 歳の従業員 3,458 人のサンプル）である。
10） タスク裁量権の指標は、仕事の 4 つの側面に対し
労働者個人がどのくらい影響を及ぼすかについて
の質問から構成される。①how hard you work ②
deciding what tasks you are to do ③deciding how 
you are to do the task ④deciding the quality 





ショナルサーベイ（Estonian Working Life Sur-
vey）データを用いる。分析データは 811 企業の
データと 4,113 従業員のデータである。















15） 分析に使ったデータは、ニュージーランドの 10 人
以上規模の企業に勤める従業員を対象に 2009 年に





17） 第 12 回と第 31 回のデータを用いる理由は、両ア
ンケートが地域活動、ボランティア活動などの社
会参加について聞いているからである。






配布数は 20 歳代～50 歳代 900、60 歳代前半 200、
計 1, 100 であり、有効回答数はそれぞれ 772 名
（有効回収率 85. 8％）、159 名（有効回収率 79. 5％）、
計 931 名である。
19） 第 31 回「勤労者の仕事と暮らしについてのアン
ケート」は、（株）インテージにモニター登録をし
ている首都圏並びに関西圏に居住する 20 歳から 64
歳までの民間企業雇用者 2,000 名に対するWEB調
査により実施された。















対象に、2008 年 8 月に実施したWEB調査である。







はまる」を 4 点として点数化し、8 点満点としてい
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PTA・保護者会加入比率は 12. 9％（2. 5％）、生協
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